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組み立て済の棚を持ち上げ移動させないでください。

プラスチック製のネジを締め過ぎないでください。
ネジ山が潰れる可能性があります。

ガラス棚は慎重に扱ってください。

ネジなどは多めに入っている場合があります。

ブランケットの上で組み立てると、簡単に所定の位置まで移動できます。

赤色は接続ブランケットの位置です。

1つのセルの組立・連結方法は2～7に記載しています。 地面と接するセルは、下図のようにFelt Padを4隅と中央
の計5枚貼り付けてください。

ガラス棚の保護フィルムを剥がし、セルで挟みこんでく
ださい。ガラスに表面・裏面はありません。
接続ブランケットを忘れずにセッティングしてください。

セルの左側からNut Aを下から各穴に挿入し、Bolt ABを
挿入して手で締めてください。
完全に締め付けないでください。

フレームをそっと持ち上げ、接続ブラケット（Connection 
bracket）をガラス棚の開口部に置きます。

右側に移動すると、穴が揃っていませんがこれは正常で
す。

上下のセルとガラス棚の穴を合わせてください。
右側と同じくNut Aを下から各穴に挿入してください。

Bolt ABを挿入して手で締めてください。
完全に締め付けないでください。

全てのネジが所定の位置に収まったら、付属の六角レ
ンチでしっかりと締めます。
締めすぎるとネジ山が潰れる可能性があります。

電動ドリルは使用しないでください。

地面と接するセルにFelt Pad5枚を貼り付けてください。

パズルのピースのように接続ブランケットとガラスがフィットするようにセッティングしてください。

こちら方向で接続しない場合は
接続ブランケットは不要です。

前項2の手順通りにセルを組み立てます。

下からNut B（Nut Aではありません）を各穴に設置し、Bolt ABを差し込んでください。

付属の六角レンチでしっかりと締めます。締めすぎるとネジ山が潰れる可能性があります
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番号の順序に従って（セクション2～4を繰り返して）残りのセルを完成させます。 Boltを使用しないセルの穴はHole Capをはめてください。 図のようにBolt ABを緩めL字金具をセルに取り付けます。

Honeycombを所定の位置にスライドさせます。
棚を持ち上げて移動しないでください。

付属の木ネジで壁面に固定してください。
壁に下地にない場合は、アンカーを使用してください。
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ガラス

プラスチック製のセルフレーム

マイクロファイバークロス、ガラス用洗浄液を使用してください。

マイクロファイバークロスでの拭き取り、水や中性洗剤で研磨剤
を含まない柔らかいスポンジで優しく洗浄してください。

アルコール、アンモニア、アセトンなどの刺激の強い化学薬品は
使用しないでください。

ガラス：10.4kg
セル：5.4kg
接続部：2.5kg
ベース：制限なし

転倒防止のブランケットを取付る場合は
プラスドライバー、電動ドリルが必要です。

印は転倒防止ブランケットの取付位置です。


